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今年度要求のポイント

関連事業

事 業 名 土木工事積算システム運用業務

33,500

事 業 費

　土木工事を発注する際における工事費の積算を、国土交通省が推奨
する「新土木積算大系」にあわせることにより、効率性・確実性を推
進し、契約における透明性・客観性・妥当性を確保することを目的と
する。

事業の継続実施
従来から使用していた積算用パソコンの使用
はＨ２５年度まで

【今後（25年度～）】

その他　特記事項

賃貸借契約：平成２７年７月３１日まで

スケジュール（経過及び今後展開）

合計 33,51533,500

平成23年度予算額 平成24年度要求額

全体事業費

24年度要求額項目

平成２４年度予算が確保できなければシステムの運用ができず、工事発注ができ
ない。
『積算用パソコン管理事務』の積算システムに関わる業務は『土木工事積算シス
テム運用業務』に移行し、業務の再編を行った。

23年度予算

主な要求内容 （単位：千円）

システム使用料等

その他

33,51533,500

33,515

内容・積算等

・平成２２年６月９日賃貸借契約締結
・賃貸借期間：平成２２年８月１日から平成
２７年７月３１日（５年間）

事業の継続実施

【経過（～23年度）】 【24年度】

　土木工事積算システムは、土木工事を発注する際の入札に必要とな
る工事費を積算するシステムである。
　国土交通省が推奨する「新土木積算大系」に準拠した大阪府の積算
システムを導入することにより、大阪府から積算に必要なデータの提
供も受けることが可能となり、積算の効率性・確実性及び契約におけ
る透明性・客観性・妥当性を確保することができる。
　よって、このシステムを常時良好な状態で運用するためにシステム
の経費が必要となるものです。
　また、従前から使用していた積算パソコンの運用保守を行う。

事業目的

事業内容

整理番号 19 - 034

事業期間 　H　～　H　　

平成22年度決算額

2 局・課名 建設局　土木監理課
マスタープラン
３つの挑戦

－
マスタープラン

施策番号
7

区分
その他一般施策

－
(単位　千円)


